














































































































































1 お手玉遊び 2 人形遊び 3 人形の家 4 祭壇ごっこ
5 梟の巣箱 6 水鉄砲 7 仮面遊び 8 ブランコ遊び
9 くるみの風車遊び 10 シャボン玉遊び 11 小鳥遊び 12 ガラガラ遊び
13 石が脚にあたるぞ 14 洗礼ごっこ 15 目隠し鬼ごっこ 16 子供椅子
17 いくつもっているまたは奇数か偶数か 18 棒馬 19 子守りごっこ 20 ロンメルポットと縦笛
21 お粥のかきまぜごっこ 22 輪回し（男子用） 23 輪回し（女子用） 24 樽栓の穴から叫ぶ
25 シーソー（樽揺らし） 26 風船（豚の膀胱）遊び 27 尻打ち 28 牡山羊、牡山羊よ、ふらつくな（鹿鹿、角何本）
29 お店やさんごっこ 30 ナイフ立て 31 煉瓦積み遊び 32 髪の毛むしり
33 昆虫を捕まえる 34 ヴォラールト（パンの名称）遊び 35 帽子、帽子を脚の間から 36 兎跳び
37 線の上での引っ張りっこ 38 足蹴り 39 噛みタバコ転がり 40 梨の木になる（逆立ち）
41 でんぐり返し 42 柵をよじ登る 43 柵の上でお馬乗り遊び 44 花嫁行列ごっこ
45 目隠し鍋たたき 46 低い竹馬 47 目隠し鬼のスリッパとり 48 ひと山に当てる、塔に向かって投げる
49 ぐるぐる回り 50 高い竹馬 51 ぶらさがり（横木に回転する） 52 棒立て（バランスごっこ）
53 肥った仔牛、または袋のかつぎっこ 54 投げ独楽（コマ） 55 鞭独楽 56
私の青い塔の中に誰がいる
の
57 カタカタ鳴らし 58 風車で槍合戦 59 穴掘り 60 砂山へ駈け登る
61 砂山から駆け降りる 62 スカートを膨らませる 63 木登り 64 浮袋（豚の膀胱）で泳ぐ
65 足を水に浸す 66 川辺から泳ぐ 67 泳いだ後で 68 ボール遊び
69 おしっこ 70 指骨遊び 71 短棒投げ 72 ボールを穴の中へ
73 子猫ちゃん、子猫ちゃん、王様の椅子 74 地下室の扉を登る 75 取っ組み合い 76 壁さんに玉をぶつける
77 宗教行列ごっこ 78 ねずみの尻尾ごっこ 79 訪問ごっこ 80 先頭の子供に従え
81 ベンチから押し落とせ 82 馬ちゃん、牛ちゃん、仔牛ちゃん 83 ボール隠し 84
馬のベヤールトとヘーム伯
の４人の子供たち
85 洗礼者ヨハネの祝火 86 焚火遊び 87 松明運び 88 戸口の前で歌う













































































































































































































































があるか」をアンケートで調べているのを読ませてもら したが、最近の小学生が、数字の上では高齢者と遜色なく「遊んだことがある」との答えが高 。しかし、梶原君が定義 ているように『大人 教えたわけ なく自然に伝わっていくもの』 、という「伝承遊び」の定義でその結果をとらえ は 実際 姿とはずれが生じるのではないかと思います。と うのは、スマホやタブレットの普及はものすごく、子どもたちを虜にしている現代。小学校などでは、学校行事としてお年寄りに遊びを教えてもらう時間という を年２回位設けているので、 「遊んだこと ある」というのはウソではないが、お年寄り世代が遊んだとい こと は量 質も違うのではな か、やはり、積極的に伝 ていかないと、消えてしまう遊びが多い 思います。安藤正樹 う人は、世界の伝統遊びや児童文化財が「世界 ども文化遺産」 いう名前で呼ばれるよう なるこ を強く望む、 、遊び伝承 運動 しているよう す（安藤
2014 ） 。
（４）精神的健康と遊びの関係
　
遊びには次の必須の三要因があります。
　
①自由さ
　
②柔軟性
　
③交互性
　
自由さ……
　
想像力、創造性
　
柔軟性……
　
場に応じた仮面（衣装も含め）の付け替えが可能
　
交互性……
　
視点を相手にあわせられる、社会性
「遊び」再考（山田）
（ 20 ）
　
精神科医は、統合失調症とか鬱の患者さんと接していて、はっきりとこの三つの事に問題があると感じていると述
べます（町沢
1
9
8
6
） 。
能力は高いが生真面目で、融通が利かない。いろいろに変化できない。自分の世界が中心で、
相手の視点に立てない、つまり「遊べない」人なのである。診断的にも、よく似た症状が見られる患者さんであって
も、遊びこめる人は統合失調症ではないと診断できる。子どものころから遊びが下手、遊べない子は要注意。発病を
予防するためにも、幼いころから遊びを楽しむ手助けをする必要がある
　
と強調しています。逆に言うと、人は幼い
時から十分遊ぶことによって、これらの三要素を育てることができるということでしょう。　
環境の中でかかえてしまった葛藤は、強い不安や不適応を引き起こします。葛藤を解消する間接的な一 手立て
としておこなうプレイ
・セラピィ（遊戯療法）はこどもの心理療法としてよく使われます。治療目的としての遊びの
もつカタルシス的価値のほかにもシンボル的価値によって遊びを見ているといろんなことが分かります 遊具などのモノをどう使うか、こどもと物との関係、こどもとカウンセラーという他者との関係の中で交互交代的遊びが可能か、といった点を見ることで診断的にも有効になります。
「遊び」とは「解読するべき言葉」である
と精神療法家はみなし
ています。　「大人も遊ぶ」のは人間の特徴とは言っても、私たちは毎日遊んで暮らすこともできません。それを実現できるのは、 「遊び心をもって」日々暮らすことではないでしょうか。　伝承遊びの演習
　
（最終講義参加者の皆さんに広告紙で紙鉄砲をつくってもらう）
「遊び」再考（山田）
（ 21 ）
　「遊び
　
最高！」
 
ご清聴ありがとうございました。
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